
みん主主で、表後の幸せを も
最近の物価の動向、経済の情勢は、われわれの生活

特にお年寄りに大きな影響を与えています。

こうした時に、今までの老齢者対策をいっそう拡充

し、老人福祉法の精神を具体化した総合的対策を確立

することは急務であります.福祉都市を目指す市は積

極的に福祉行政を進めていますが、特に老人福祉は他

市町村にさきがけて、いろいろな施策を実施して、み

な さんの幸せを願っています. (9月1日に福祉特集

号を発行して福祉関係の施策を紹介していますのでご

覧下さい)

今年も「敬老の日」を迎えましたが、現在市内の最

高齢者は99歳になられた小川ヒサさん(西本町)染石

近太郎さん(竹松本町〉朝長久太郎さん(ーノ郷)の

3人で、 90歳以上は49人います。、老後に生きがし、を

グをモットーに老人福祉週間 (9月15，....，21日) も設け

られていますので、みんなで老後の幸せを高めるよう

にしてあげて下さい。
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市政だより
人口の動き

8月1日現在前月比

法律相談日

9月19日〈木〉
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9
月
間
M
l
n
日

の
人
に
次
の
と
お
り
敬
老
金
を
支

給
し
ま
す
。
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九
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
は
老

人
福
祉
週
間
で
す
.

ね
た
き
り
老
人
に

見

舞

金

市
は
九
月
十
五
日
現
在
市
内
に

一
年
以
上
居
住
し
、
六
カ
月
以
上

の
ね
た
き
り
老
人
(
八
月
十
五
日

号
市
政
だ
よ
り
で
詳
報
)
に
見
舞
支
給
期
間

金

一
万
五
千
円
を
支
給
し

ま

す

九

月

十

九

日

1
二
十
日

七

十

歳

以

上

に

敬

老

金

該

当

さ

れ

る

人

に

は

支

給

日

を

九
月
十
五
日
現
在
で
市
内
に
一
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
の
通

年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

知
書
と
印
鑑
持
参
の
う
え
指
定
の

に
登
録
さ
れ
て
い
る
七
十
歳
以
上
場
所
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
.

「
敬
老
の
日
」
敬
老
期
間

u

に
ち
な
ん
で
本
九
月
十
四
日

l
十
六
日

川

園

年

も

老

人

福
祉

行

事

山

山

冨

司

セ

ン

タ

ー

(

さ

1
敬
老
期
間
中
は
入
館
料
は
無
料

υ

…

行

く

ら

を

で

次

2
所
長
講
話
九
月
十
四
日

，

怪
J

の
よ
う
な
行
事

3
老
人
演
芸
会
九
月
十
五
日

・
:

4

健

康

講

話

九

月

十

六

日

川

』
u
h

を
行
い
ま
す
の

刷

出

叫

5

長
寿
健
康
体
操
、
レ
ク
リ
エ

l

州

問

で

老

人

の

人

ま

N

E

l

、
ョ
ン
は
毎
臼
適
宜
実
施
す
る

川

ふ

る

っ

て

ご

参

6
老
人
作
品
展
九
月
十
三
日
か

加
下
さ
い
。
ら
十
七
日
ま
で
。

市政だより

支
給
金
額

七
十
歳
1
七
十
四
歳
三
千
円

七
十
五
歳

t
七
十
九
歳
五
千
円

八
十
歳

t
八
十
九
歳
七
千
円

九
十
歳
以

上

一

万

二

千

円

~ 

固

と

市

そ

し

て

記
念
写
真
の
贈
呈

昨
年
九
月
十
六
日
か
ら
本
年
九

月
十
五
日
ま
で
の
聞
に
九
十
歳
に

な
ら
れ
た
人
に
は
額
緩
入
り
記
念

写
真
を
贈
呈
し
ま
す
。

老
人
作
品
展
開
催

八
月
十
五
日
号
市
政
だ
よ
り
で

募
集
し
た
創
作
品
(
手
芸
品
、
工

芸
品
、
書
、
画
)
を
展
示
し
ま
す

開
催
期
日

九
月
十
三
日

t
十
七
日

展
示
会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
さ
く
ら
荘
)
を

無

料

開

放

六
十
歳
以
上
の
人
に
九
月
十
四

日
か
ら
九
月
十
六
日
ま
で
無
料
開

放
し
ま
す
。

入
浴
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

特

別

奉

仕

企
公
衆
浴
場
組
合
で
は
七
十
歳
以

上
の
人
に
九
月
十
五
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
、
一
人
一
回
入
浴
料
の

無
料
奉
仕

企
市
内
の
錨
灸
、
マ
ッ
サ
!
?
師

会
で
は
八
十
歳
(
明
治
二
十
七
年

九
月
十
五
日
以
前
生
れ
)
以
上
の

人
に
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
一
人
一
回
だ
け
鋸
灸
、
マ

ッ

サ
ー
ジ
の
半
額
奉
仕

※
奉
仕
を
受
け
ら
れ
る
人
は
老
人

保
健
手
帳
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

限
度
額
を
引
き
上
げ

こ
の
度
、
母
子
・

寡
婦
福
祉
資

金
の
限
度
額
が
次
の
と
お
り
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
.

改
正
前
一
改
正
後

事
業
開
始
資
金
印
万
円
一叩
万
円

グ
継
続
資
金
お
万
円
一お
万
円

技
能
習
得
資
金

3
千
円
一6
千
円

修

業

資

金

3
千
円
一6
千
円

生

活

資

金
1
万
1
千
円
一3
万
円

住

宅

資

金

叩

万

旦

印

万

円

転

宅

資

金
2
万
5
千
円
一3
万
円

結

婚

資

金

5
万
円
一8
万
円

詳
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務
所
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
.

市

民

が

つ

く

る

下

水

道

一ーと協力を一一

寡婦家庭の実態調査

【
福
祉
年
金
】

九
月
一
臼
か
ら
三
十
日

ま
で
寡
婦
家
庭
の
実
態
調

査
を
し
ま
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

証

書

を

交

付

し

ま

す

さ
き
に
預
り
ま
し
た
(
老
齢

・

障
害

・
母
子

・
特
別
給
付
金
)
証

書
を
次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
.

V
交
付
期
間

九
月
三
日

1
九
月
十
四
日

v-父
付
場
所

保
険
年
金
課
ま
た
は
各
出
張
所

(
た
だ
し
新
嵐
と
荒
瀬
地
区
の

人
は
保
険
年
金
課
へ
お
い
で
下
さ

V
持
参
す
る
も
の

保
管
証

・
印
か
ん

V
支
払
日
の
変
更
お
知
ら
せ

福
祉
年
金
の
支
払
日
は
一
月
・

五
月
・
九
月
の
月
に
そ
れ
ぞ
れ
そ

の
前
月
ま
で
の
四
カ
月
分
が
支
払

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の

法
律
改
正
に
よ
り
今
年
度
に
限
り

次
の
と
お
り
支
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

・
九
月
に
支
払
わ
れ
る
年
金
は

五
月

・
六
月
・
七
月
・
八
月
・

九
月
の
五
カ
月
分

・
翌
年
の
一

月
に
支
払
わ
れ
る
年

金
は

十
月
・
十

一
月

・
十
二
月
の
三

カ
月
分

-
五
月
に
支
払
わ
れ
る
年
金
は

一
月
・

二
月
・
三
月
・

四
月
の

四
カ
月
分
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つ

し

り

[下水道造

暮 ら

むおお市政だより(3) 

全国下水道促進デー==9月10日

下
水
道
ひ
ら
く

暮
ら
し
の
新
時
代

「
下
水
道
」
は
家
庭
の
台
所
や
水

洗
便
所
、
事
業
所
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
る
汚
水
あ
る
い
は
雨
水
を
科

学
的
に
処
理
す
る
施
設
で
す
。

そ
の
下
水
道
の
普
及
率
は
約
二

十
一

μで
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
る

と
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、

生
活
環
境
の
悪
化

や
河
川
、
湖
沼
、
海
域
な
ど
の
水

質
汚
濁
と
い
う
問
題
が
全
国
的
に

起
き
て
い
る
の
で
す
.

「
全
国
下
水
道
促
進
デ

l
」
は
、

乙
の
立
ち
遅
れ
た
下
水
道
の
整
備

を
促
進
し
、
快
適
で
健
康
的
な
生

活
環
境
を
つ
く
る
た
め
の
グ
国
民

運
動
の
日
が
と
し
て
、
全
国
的
に

九
月
十
日
を
中
心
に
一
週
間
行
わ

れ
ま
す
.

み
ん
な
の
力
で
公
害
の
な
い
快

適
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
下
水
道
の
意
義
を
よ
り
一
層

深
め
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
に
も

下
水
道
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
が

で
き
る
と
・
・
・

て

川

や
海
が
き
れ
い
に
な
り
水

質
汚
濁
の
防
止
に
役
立
ち
ま
す

9
月

間

日

二
、
浄
化
槽
が
な
く
て
も
水
洗
便

所
が
で
き
、
ヵ
、
ハ
ェ
.
か
い
な

く
な
り
快
適
な
生
活
が
営
め
ま

す
三、

き
た
な
い
既
存
の
溝
な
ど
が

終
備
さ
れ
暗
き
ょ
に
な
る
の
で

悪
臭
も
な
く
な
り
、
ま
ち
が
美

し
く
き
れ
い
に
な
り
ま
す

回
、
降

っ
た
雨
水
を
た
だ
ち
に
排

除
す
る
の
で
、

水
た
ま
り
が
な

く
な
り
、
水
は
け
が
よ
く
な
り

全
体
的
に
土
地
の
値
う
ち
が
上

り
ま
す
。

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

 

軍
人
思
給
・
扶
助
料
の
改
定

主
円

三一口

求

軍
人
思
給
、
扶
助
料
の
改
定
請

求
は
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
。

軍
人
恩
給
・
扶
助
料
で
七
十
歳

以
上
の
受
給
者
は
戦
務
加
算
を
算

入
で
き
る
よ
う
に
昭
和
四
十
八
年

十
月
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
お
早

く
申
請
を
し
て
下
き
い
。

提

出

先

各
地
区
軍
恩
役
員

は

ふ=

早

く

三
浦

田
崎

伝
②
l
七
二
七
八

鈴
田

川
口

益
②
l
七
五
七
七

大
村
内
藤
三
次
⑤
l
五
五
九
八

西
大
村
吉
川

昇
②
l
二
六
二
六

竹
松
駒
木
寛
一
⑤
!
七
八
三

O

萱

瀬

中

瀬
正
隆
②
l
四
=
二

O

福
重
成
瀬
政
市

@
1
九
八
二
八

松

原

川

添

勝

⑤
l
九
二
八
二

※
詳
し
い
こ
と
は
市
社
会
課
ま
た

は
右
記
の
役
員
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

農

業

者

転

職

の

た

め

職

業

訓

練

制

度

国
や
県
で
は
、
農
業
の
近
代
化

を
は
か
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
農

政
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
と
し
て
、

農
業
者
職
業
訓
練

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

農
業
を
や
め
て
他
産

業

へ
就
業
を
希
望
す
る
人
を
は
じ

め、

農
業
を
営
む
か
た
わ
ら
農
閑

期
を
利
用
し
て
出
稼
ぎ
を
希
望
す

る
人
な
ど
が
、
技
術
者
と
し
て
よ

り
良
い
条
件
で
就
業
で
き
る
よ
う

新
し
い
職
業
に
必
要
な
技
能
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
職
業

訓
練
で
す
。

現
在
こ
の
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で、

希
望
者
は
農
業
委

員
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

者に

職場を/
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室
口心身障

はげましを/

労
働
省

で
は
毎
年

九
月
一
日

か
ら
三
十

日
ま
で
を

「
心
身
障

害
者
雇
用

促
進
月
間

」
と
し
て

運
動
を
展

開
し
て
い

ま
す
。乙

の
運

動
は
一
般

健
常
者
に

つ
い
て
は

労
働
力
需

愛を.ノ

要
の
増
大
に
よ
り
就
職
の
場
も
拡

大
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

心
身

障
害
者
は
最
低
の
就
職
の
場
の
確

保
も
で
き
な
い
現
状
で
す
.

こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
な
い
心
身
障

害
者
の
社
会
復
帰
に
つ
い
て
、
事

業
主
を
は
じ
め
関
係
各
方
面
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め
実

施
さ
れ
る
も
の
で
す
.

事
業
所
に
お
い
て
は
、
身
体
障

害
者
雇
用
奨
励
金
制
度
や
雇
用
促

進
融
資
制
度
な
ど
を
積
極
的
に
と

利
用
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く

障
害
者
を
職
場
に
迎
え
て
、

温
い

思
い
や
り
で
社
会
復
帰
を
さ
せ
て

下
さ
い
。(

大
村
公
共
職
業
安
定
所
)



(.) り

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

おおむ市政だより

み①

①

①

①

 

ん

な

で

人
目
に
つ
き
に
く
い
空
き
地
、

河
川
の
土
手
な
ど
に
一
部
の
心
な

い
住
民
が
不
法
投
棄
す
る
こ
と
で

美
し
い
自
然
環
境
が
そ
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
.

美
し
い
郷
土
、
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
た
め
次
の
こ
と
を
よ
く
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
.

ゴ
ミ
は
燃
え
る
も
の
と
燃
え
な

い
も
の
と
に
大
別
で
き
ま
す
.

ム
燃
え
る
も
の
の
処
理

昭和49年 9月1日
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有害鳥獣を鉄砲駆除

ドノミトをど

9月15日---..;10月14日

ヌ・イノ

~ 

固

と

市

監①

視①

紙
、
布
、
木
製
品
な
ど
家
庭

で
処
理
で
き
る
も
の
は
な
る
だ

け
処
分
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
.

A
燃
え
な
い
も
の
の
処
理

不
燃
物
収
集
日
は
各
町
内
ご

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

必
ず
収
集
日
の
前
日
に
指
定

の
集
積
所
へ
持
っ
て
い
く
よ
う

に
し
て
下
さ
い
.

九
月
十
五
日
か
ら
十
月

十
四
日
ま
で
の
一
カ
月
間

市
内
一
円
で
、
ノ
イ
ヌ
・

ド
バ
ト
な
ど
の
有
害
鳥
獣

を
銃
砲
に
よ
っ
て
駆
除
し

ま
す
の
で
、
期
間
中
飼
育

犬
や
飼
育
鳩
は
屋
敷
舛
に

出
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
下

さ
い
.

そ

し

て

ミ山下さんの家族と話しあうナンシーさんミ

j ナンシーさん ; 

j 農業研修に米国から i 

2キ l ら 1 )レリ米ん下場 3 
ミン・ナラデ l 国 方 亀 郷 市 3
2ズエン lン 州 ミ に 市 の 内 3
3き Jレシか Jレホズ、さ山草 s
j帰夏山八六し青 1 まん 2
3り菊下月月て年大ナし(き
3まのさ二派日交学ンたニミ
ミし栽ん十遣本換四シ.十三

;た培方ーさの計 Zl 二 i
・なで日れ農画 さ 歳
どイかた業のでん て言

2 をチらも研米、は か 4
実ゴ月の修国園、 や

ξ 習栽末でに代際ミ つ Z
5 し培ます今表農ズ てミ

ー
ー
幼
児
の
教
育

l
!

巡
回
相
談

期
日

九
月
二
十
日

金
曜
日

午
前
九
時
三
十
分
受
付

中
地
区
公
民
館

三
・
四
・
五
歳
支
て
の
幼

児
の
親

対会
象場

内
が宮、

合

講
義
と
質
疑
応
答

午
前
十
時
l
十
二
時

講
師
と
の
個
別
面
接

午
後
一
時

t
三
時
三
十
分

講
師幼

児
教
育

長
崎
大
学

情
操
教
育

長
崎
大
学

小
秘
昌
幸

中
島
三
雄

市

民

が

J¥ 

戸」
F

つ
Z」

医
学長

崎
市
立
乳
児
院

心
理長

崎

大

学

武

藤
雪
下

心
理長

崎
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー

川
原
ゆ
か
り

木
寺
淑

雪
口
詰
問長

崎
大
学

西
島

※
同
伴
の
お
子
さ
ん
は
、
午
前
十

時
か
ら
十
二
時
ま
で
会
場
の
幼

児
室
で
お
預
か
り
し
ま
す
.

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
市
社
会

教
育
課
へ
.

つ

く

る

下

水

道

宏

日
射
し
が
徐

々
に
弱
ま
っ
て

く
る
と
、
食
品

に
対
す
る
注
意

力
が
怠
慢
に
な

り
が
ち
で
す
.

こ
の
時
期
に
は

食
中
毒
に
か
か

り
ゃ
す
い
の
で

食
べ
も
の
に
は

充
分
気
を
配
り

次
の
こ
と
を
守

っ
て
食
申
毒
の

予
防
を
し
ま
し

ょ
内
ノ
.

①
あ
ぶ
な
い
も
の
は
食
べ
な
い

。
作
っ
て
か
ら
何
回
も
た
つ
た
生

菓
子
、
野
菜
サ
ラ
ダ
、
コ
ロ
ッ

ケ
な
ど

O
冷
蔵
庫
に
し
ま
い
込
ん
で
い
た

原則を〉

食中毒はゆだ んから

3 〈 予 防 の

折
詰
弁
当
、
自
家
製
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
な
ど

O
い
き
の
悪
い
魚
介
類
り
生
食

O
買
っ
て
き
て
何
回
も
た
つ
た
卵

①
予
防
三
原
則

。
食
品
に
食
中
毒
を
起
す
菌
を
つ

け
さ
せ
な
い
よ
う
清
潔
に

O
食
品
中
の
原
因
菌
を
増
殖
さ
せ

な
い
よ
う
な
行
届
い
た
管
理
を

O
食
品
中
の
菌
を
殺
誠
す
る
よ
う

な
調
理
を
.

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
食

品
を
あ
っ
か
う
場
合
、
清
潔
、
迅

速
、
冷
却
、
加
熱
と
い
う
乙
と
に

よ
く
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

準

特

選

に

福

田

義

人

君

無
駄
に
せ
ず
み
ん
な
で

守
ろ
う
水
資
源

第
十
六
回
水
道
凋
問
懸
賞
募
集

標
語
の
部
で
、
竹
松
郷
五
五
三
の

福
田
義
人
君
が
、
見
事
準
特
選
に

え
ら
ば
れ
ま
し
た
.

こ
の
懸
賞
募
集
は
、
水
道
週
間

の
行
事
と
し
て
、
日
本
水
道
協
会

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
、
日
本
水

道
新
聞
共
催
、
厚
牛
省
後
援
、
朝

日
学
生
新
聞
社
協
賛
で
行
わ
れ
た

権
威
あ
る
も
の
で
す
.



~ 

第

何

回

全

国

下

水

道

ー促

進

デ

3

J
〉

ト

固

と

¥

一

J
グ

一

ま

し

を

セ

ー

グ

グ
J
m
吾川

…

ノ

九

V1TWIF
十一課一

グ

/

1
南
町
、

圃
三
歳
児
健
康
診
査

こ
の
健
診
は
、
お
子
さ
ん
の
心

身
の
発
達
を
正
し
く
知
る
上
に
大

切
で
す
.
お
繰
り
合
わ
せ
お
で
か

け
下
さ
い
.

対
象

昭
和
四
十
六
年
三
月
生
れ

の
人
及
び
昭
和
四
十
五
年
九
月

か
ら
昭
和
四
十
六
年
二
月
生
れ

の
人
で
、
ま
だ
健
診
を
受
け
て

い
な
い
人

日
時
九
月
二
十
四
日
(
火
)

午
前
九
時
三
十
分
1
十
一
時

午
後
一
時
1
二
時
三
十
分

場
所
市
役
所
大
会
議
室

料

金

無

料

日!診療科目 [医院 名 |所在地|電話

内 科 松尾内科 玖島町 2-4412 

1 整形 外 科 松永整形 並秘2-4300 

小児科 田川小児科 皆同5-8545 

内 科 藤井医院 東本町 2-38781 

8 内 科 松永内科 乾馬場2-2943 

整形外科 牟田整形 古町2-4501 

内科・皮膚科 寺井医 院 玖島E制2-3574 
15小児科 出口小児科 諏 2-2252

!内科・外科 原医院 竹 5-8427

春日町 2-2733

22内科・小 朝長医院 辻田 2-3266

内 沢田医院

りi2品 Ji|耳鼻科幅江田医院

29 内 科琴尾医院 西三城2-2056

内科・外科牧山医院 富ノ原五ー7831

昭和49年 9月 1日
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注
射
と
検
診

園
九
月
の
日
曜
当
番
医

一
部
変
更

八
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
九
月
の
日
曜
当
番
医
の
中

で
次
の
と
お
り
一
部
変
更
が
あ
り

ま
し
た
.

二
十
二
日
の
琴
尾
医
院
が
朝
長

医
院
に
変
更

二
十
九
旬
の
朝
長
医
院
が
琴
尾

医
院
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
後
の
日
曜
当
番
医
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。

りむおお

9 月の日曜当番医

市政だより(5) 

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
し

て
下
さ
い
。

薗
妊
婦
お
よ
び

乳
幼
児
健
康
相
談

l月日 |場所 |時 間 |崎考

9月 5日福消重防出団百諸FgT所ず13: 30-14: 0011歳半-2歳半

9月 9日竹松出張所 193::3000~~1151::0000乳幼児のみ

9月17日 福重出張所 9:30-11:00 妊婦及び乳幼児

9月18日 三浦診療所 9:30-11:00 妊婦及び乳幼児

圃妊婦教室
妊
娠
中
を
元
気
に
過
と
し
、
丈

夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た

め
開
き
ま
す
の
で
現
在
妊
娠
し
て

い
る
皆
さ
ん
、
あ
な
た
も
一
度
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
.

9
月

刊

日

第
一
回
九
月
十
日
(
火
)

母
子
保
健
法

妊
娠
中
の
生
活

第
二
回
九
月
十
七
日
(
火
)

産
後
の
生
活

桝
犬
養
に
つ
い
て
(
貧
血
食
の
実

習
な
ど
)

時
間
午
後
一
時
か
ら

場
所
大
村
保
健
所

講

習

会

圃
運
転
者
講
習
会

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と

し
て
運
転
者
講
習
会
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
.

ぜ
ひ
受
講
し
て
下
さ
い
.

運転者講習会日程表

三空~I 会 場 巴~I 時間

9月5日119:30-21:00萱瀬保育所瀬萱

11 6日

圃
楽
焼
講
習
会

新
た
に
楽
焼
を
勉
強
し
た
い
人

の
た
め
に
中
地
区
公
民
館
は
、
楽

焼
同
好
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
九
月
二
十
一
日
(
土
)
か
ら

毎
月
第
一
二
ニ
の
土
曜
日

午
後
一
時
1
四
時

場
所
中
地
区
公
民
館

費

用

実

費

負

担

講

師

長

崎
大
学
教
授

喜
多
正
雄
先
生

申
込
み
は
電
話
で
中
地
区
公
民

館

電

話

①

i
一
三
七
六
へ
。

圃
勤
労
青
少
年
の
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
主
催
に
よ

る
本
年
度
後
期
の
講
座
を
開
講
し

ま
す
.

11 

11 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

7日

9日

10日

11日

12日

福重小学校

松 i美天神社会館

原 |松原小学校講堂

浦 |今村公民館

田 !鈴田小学校
|体育館

市民会館

11 

重福

竹

11 

秘

、西大村

央

般

鈴

中

市
内
居
住
ま
た
は
市
内
の
事
業

所
に
勤
務
す
る
十
五
歳
以
上
二
十

五
歳
未
満
の
青
年
男
女
房
』
対
象
と

し
て
次
の
と
お
り
講
座
を
行
い
ま

す
の
で
将
来
の
た
め
受
講
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

講
座
種
目

茶
の
湯
・
着
物
着
付
・
料
理

卓
球
・
生
花
な
ど
の
講
座

受
付
期
間

九
月
一
日

l
二
十
日

講
座
期
間

十
月
1
五
十
年
二
月

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

受
付
順
と
な
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

圃
市
民
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

教

...... s 

対
象

小
学
六
年
以
上
の
男
女

十
月
五
日

t
十
一
月
三
日

毎
週
土
・
日
曜
日

午
後
四
時

1
六
時

場
所
市
民
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
射
場

申
込
九
月
三
十
日
ま
で
に
大
村

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
(
古
町
五

六
五
l
五
秋
元
電
器
居
内

電
①
l
四
二
一
七
)
へ

日
時

※
弓
具
は
協
会
で
準
備
し
ま
す
.



(6) 

そ

の

他

り

-
計
量
器
定
期
検
査

おおむ

計
量
器
定
期
検
査
が
九
月
九
日

か
ら
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
商
居
、
学
校
、
病
院
、
官
公

暑
な
ど
で
使
用
す
る
計
量
器
(
商

取
引
、
証
明
用
な
ど
)
は
、
も
れ

な
く
受
検
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
.

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
.

な
お
、
当
日
は
印
か
ん
、
手
数

料
(
二
十
キ
ロ
ま
で
一
台
六
十
円
)

を
ご
持
参
下
さ
い
.

市政だより昭和49年 9月 1日
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-
小
型
船
舶
所
有
者

の

皆

様

ヘ

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
遊
漁
船

(
動
力
付
釣
り
船
な
ど
)
小
型
の

交
通
船
、
運
搬
船
な
ど
五
ト
ン
未

満
の
小
型
船
舶
は
船
船
安
全
法
の

改
正
で
九
月
以
降
は
検
査
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
現
在

運
航
中
の
船
舶
に
は
長
さ
別
な
ど

に
よ
り
猶
予
期
聞
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
期
聞
を
定
め
る
申
請
を
受
付

中
で
す
.

該
当
者
で
未
申
請
の
人
は
至
急

申
し
出
て
下
さ
い
.
申
請
書
用
紙

は
農
林
水
産
課
に
あ
り
ま
す
.

-
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
に
加
入
を

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

毎
月
わ
ず
か
の
掛
金
で
将
来
多
額

の
退
職
金
が
支
給
で
き
る
国
の
共

済
制
度
に
す
べ
て
の
従
業
員
を
加

入
さ
せ
ま
し
ょ
う
.
十
月
は
こ
の

共
済
制
度
の
加
入
促
進
月
間
で
す
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計量器定期検査日程表

時所月日 |劇場

it1111J!?こ!?
上19日!木|市民会館 |同

乙
の
制
度
は
、
国
の
援
助
と
共

済
方
式
の
採
用
に
よ
っ
て
有
利
で

確
実
な
退
職
金
が
受
給
で
き
ま
す

ま
た
、
乙
の
制
度
に
加
入
し
て

い
る
企
業
は
従
業
員
の
た
め
の
福

利
厚
生
施
設
を
つ
く
る
資
金
の
融

資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

申
込
み
及
び
毎
月
掛
金
な
ど
は

各
金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
す
.
掛
金
は
月
一
人
当
り
四
百

円
か
ら
四
千
円
ま
で
で
す
.

※
詳
し
く
は
、
各
金
融
機
関
、
県

庁
労
政
課
ま
た
は
商
工
会
議
所
へ

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

-
雇
用
促
進
融
資
の

ご

利

用

を

受
付
期
間
五
十
年
一
月
末
ま
で

貸
付
条
件
(
例
、
労
働
者
住
宅
資

金
)
が
次
表
の
と
お
り
改
善
さ

れ
ま
し
た
.

上同20日|金|市役所

貸
付
対
象

労
働
者
住
宅
、
福
祉

施
設
、
職
業
訓
練
施
設
、
通
年

雇
用
設
備
、
身
体
障
害
者
作
業

施
設
、

心
身
障
害
者
多
数
雇
用

事
業
所
施
設
な
ど
の
資
金

申
込
先
十
八
、
親
和
、
西
九
州

信
金
、
九
州
相
互
、
長
崎
相
互

ι長

各
支
居

※
詳
し
く
は
、
公
共
職
業
安
定
所

ま
た
は
前
記
の
各
金
融
機
関
へ
.

-
昭
和
五
十
年

歌
会
始
の
お
題
及
び

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

お
題

祭
り

き
い

歌
句
に
「
祭
」
と
よ
み
込
ん
で

も
よ
く
、
活
用
形
と
し
て
も
よ

ま
つ
る

ぃ
.
ま
た
「
担
」
と
い
う
文
字

を
用
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
.

な
お
、
祭
り
の
情
景
が
う
た
い

込
ま
れ
て
い
れ
ば
「
祭
り
」
の

文
字
が
な
く
て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
.

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

付
詠
進
歌
は
自
作
の
歌
で

一
人
一

首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す

同
一
用
紙
は
半
紙
(
習
字
用
の
半
紙

が
よ
い
〉
と
し
、
毛
筆
で
自
書

し
て
下
さ
い

同
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
他
人
が
代
筆
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が

代
筆
の
理
由
を
書
い
た
別
紙
を

添
え
て
下
さ
い
.

倒
書
式
は
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し

て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
住
所
、
氏
名
(
本
名
、
ふ

り
が
な
っ
き
)
、
生
年
月
日
及

び
職
業
を
書
い
て
下
さ
い
.

(
職
業
の
書
き
方
)

伺
職
業
は
具
体
的
に
詳
し
く
書
き

ま
す

的
無
職
の
場
合
は
、
必
ず
元
の
職

業
ま
た
は
世
帯
主
の
職
業
若
し

く
は
世
帯
主
の
元
の
職
業
及
び

世
帯
主
と
の
続
柄
を
書
き
ま
す

例
主
婦
で
無
職
の
場
合
は
、
夫
の

職
業
ま
た
は
夫
の
元
の
職
業
を

書
き
ま
す
.

詠
進
の
期
間
九
月
一
日

t
十
片

十
一
日
(
当
日
消
印
有
効
)

あ
て
先
「
川
東
京
都
千
代
田
区
千

代
田
一
番
一
号
宮
内
庁
」
と

し
、
封
筒
に
詠
進
歌
と
書
き
添

え
て
下
さ
い
.

※
詳
し
く
は
市
総
務
課
広
報
統
計

係
へ
.

圃
九
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

O
二
日
か
ら
七
日
ま
で

O
九
日
か
ら
十
四
日
ま
で

O
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で

O
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
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テ
レ
ビ
は
消
し
て

い
る
と
き
も
電
気
を

消
費
し
て
い
ま
す
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